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第５次大船渡市男女共同参画行動計画（案）の概要 

第１章 基本的な考え方 第２章 現状と課題 

１ 計画策定の趣旨 

(1) 男女共同参画の推進は、女性が輝く場、活躍する場を拡大するこ

とで社会を支える力の増大を図り、社会全体の発展にも深く寄与す

る取組である。 

(2) 本市では、男女共同参画に関する施策の総合的かつ計画的な実施

を図るため、平成15年に大船渡市男女共同参画行動計画を策定し、

以後、改訂を行いながら各般の取組を推進してきた。 

(3) これまでの男女共同参画に関する取組の成果と課題を踏まえ、よ

り一層推進するため、新たな計画を策定するものである。 

 

２ 計画の位置付け 

(1) 男女共同参画社会基本法及び大船渡市男女共同参画推進条例に基

づく計画 

(2) 「大船渡市総合計画2021」を始め、各種計画との整合を図った男女

共同参画に係る行政運営の基本指針 

(3) 「女性の職業生活における活躍の推進に関する法律」（女性活躍推進

法）に規定する「市町村推進計画」に位置付け 

(4) ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）に掲げる、「５ジェンダー平等と

女性・女児のエンパワーメント」の達成など、17の全てのゴールの達

成への貢献 

 

３ 計画期間 

令和５年度から令和９年度までの５年間 

 

４ 計画の推進と進捗管理 

(1) 計画の推進 

大船渡市男女共同参画審議会などを通じて市民の意向を随時把握

するとともに、参画の輪を広げながら取り組む。 

(2) 計画の進捗管理 

計画の進捗状況や目標指標の達成度などについて、毎年度、大船渡

市男女共同参画審議会などで評価・検証を行い、その結果などを公表

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 第４次大船渡市男女共同参画行動計画の検証 

(1) 基本目標１ 「一人ひとりが尊重されるまち」 

目標指標 
(策定時) 

R4目標 
R3実績 

「男女共同参画社会」という言葉を知って

いる人の割合 

(86.1％) 

100.0％ 

 

86.8％ 

「性別による違いが個性や能力を発揮す

る上で制約になっていない」と答えた市

民の割合 

(35.2％) 

50.0％ 

 

45.1％ 

社会通念・慣習・しきたりにおいて男女の

地位が不平等と感じている人の割合 

(73.7％) 

60.0％以下 

 

73.7％ 

 (2) 基本目標２ 「男女がともに参画し合うまち」 

目標指標 
(策定時) 

R4目標 
R3実績 

審議会、委員会などにおける女性委員登

用率 

(32.9％) 

40.0％ 

 

35.0％ 

男女共同参画サポーター認定者数 
(23人) 

33人 

(目標達成) 

37人 

「生涯学習に関する情報が十分提供され

ている」と答えた市民の割合 

(19.0％) 

45.0％ 

 

22.0％ 

「市民主体のまちづくり活動が活発であ

る」と答えた市民の割合 

(17.8％) 

40.0％ 

 

28.7％ 

 (3) 基本目標３ 「男女がともに支え合うまち」 

目標指標 
(策定時) 

R4目標 
R3実績 

家族経営協定締結数 
(16件) 

21件 

 

17件 

家族で農林漁業、商工自営業に従事し

ている方の経営方針、作業内容、収益の

配分など、事業経営について「家族で話

し合って決めている」と答えた市民の割合 

(28.4％) 

50.0％ 

(目標達成) 

59.8％ 

職場において男女が平等と感じている人

の割合 

(20.5％) 

30.0％ 

 

25.0％ 

「ワーク・ライフ・バランス」の内容を知って

いる人の割合 

(43.9％) 

60.0％ 

 

44.5％ 

「仕事と子育てが両立できる環境にある」と

答えた市民の割合 

(29.4％) 

50.0％ 

 

29.4％ 

「介護や福祉のサービスが充実している」と

答えた市民の割合 

(30.4％) 

50.0％ 

 

36.1％ 

 (4) 基本目標４ みんなが健康で安心して暮らせるまち 

目標指標 
(策定時) 

R4目標 
R3実績 

妊娠11週(３カ月)以内での妊娠届出率 
(95.7％) 

100.0％ 

 

91.3％ 

市の健康診査の受診率 
(35.3％) 

60.0％ 

 

37.0％ 

ＤＶ防止法の名称または内容を知ってい

る人の割合 

(83.9％) 

90.0％ 

(目標達成) 

92.3％ 

「ＤＶ被害などについて相談窓口があるこ

とを知っている」と答えた市民の割合 

(28.4％) 

50.0％ 

 

32.5％ 
 

２ 男女共同参画社会に関する市民・事業者アンケート調査などの検証 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 検証により顕在化した課題 

(1) 社会通念・慣習・しきたりなどに残る、性別による固定的な役割 

分担意識の払拭 

(2) 多様な性的指向・性自認への理解促進 

(3) 家事・育児・介護に係る家庭における女性の負担の軽減 

(4) ＤＶや生活困窮などの課題を抱える対象者への支援強化 

(5) ワーク・ライフ・バランスの改善 

(6) 働きやすい職場環境づくり 

意識啓発事業との連動などにより、これらに関する各種の取組を効果的

に推進する必要がある。 

進捗状況 

検証結果 

調査 

審議 

 

大船渡市 

男女共同参画審議会 

・計画の進捗状況、 

目標指標の達成度 

に係る外部評価 

市民 

事業者 

機関・団体 

連携 
市 長 

関係各課 

・具体的取組の実施 

大船渡市 

男女共同参画室幹事会 

・庁内における計画の 

進捗管理 

公表 

0.89%
1.43%

2.45%
1.07%

2.16%

6.33%

0.00%

2.00%

4.00%

6.00%

8.00%

国 岩手県 大船渡市

転出超過者数の割合

男性 女性

14.2%

17.5%

13.6%
11.8%

16.2%

7.0%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

家事 育児 介護

家事・育児・介護を同程度分担

していると回答した人の割合

男性 女性

26.4% 28.6%
20.8%

52.8% 58.0%
65.8%

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

募集

採用

賃金 昇進

募集や採用における

男女の優遇・平等感

男性を優遇 男女平等

(1)市民アンケート調査の検証 

○男女の地位について、「男性が優遇

されている」と答えた人の割合が依

然として高い。 

○家事・育児・介護について、「同程

度分担」と回答した人の割合は２割

に満たない。 

○ワーク・ライフ・バランスの現状に

ついて、性別や年代にかかわらず

「仕事優先」と答えた人の割合が高い。 

○性別にかかわらず暴力を受けてい

る人や、性的少数者が一定数いる。 

(2) 事業者アンケート調査の検証 

○「賃金」・「募集や採用」・「昇進」な

どで男性を優遇しているとした事

業者が一定数ある。 

○育児休業の取得人数・取得期間は、

女性従業員と男性従業員で大きな

隔たりがある。 

○育児・介護休業制度活用の課題は、

「代行要員の確保及び費用」と「周

囲の従業員の業務負担増」と答えた

割合が高い。 

(3) 関係資料の検証 

○本市の 10～20 代の人口に対する転

出超過者数の割合は、男性より女性

が 2.5 倍高い。 
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第３章 計画の内容 

 《目指すまちの姿》 

「誰もが自分らしさを互いに認め合い、暮らし続けたいまち大船渡」 
男女共同参画社会の実現は、性別や年齢などにかかわらず、誰もが自分らしく活躍できる社会であるとともに、そのような「まち」は誰もが暮らしやすい「まち」です。 

基本目標１ 自分らしさが輝く地域社会の形成 基本目標２ ともに支え合う家庭生活の実現 基本目標３ 安心して働ける魅力ある職場環境づくり 

【女性活躍推進法に基づく推進計画】 

【具体的取組】 

１ 地区と行政の協働のまちづくりと連動した女性や若者の意思

決定過程及び実践活動への参画拡大 

(1) 協働推進事業 

(2) 地区・地域の防災活動への女性参画促進 

(3) 審議会・委員会における女性委員の登用推進 

(4) 地区・地域コミュニティにおけるインターネット(ＳＮＳなど)を活用し

た情報交換の推進 

(5) 市民活動支援事業 

２ (仮称)「男女共同市民会議」の開催と男女共同参画サポーター

の養成 

(1)  (仮称)「男女共同市民会議」の開催 

(2) 男女共同参画サポーター養成事業 

３ 多様な性の在り方に対する理解促進 

(1) 性的少数者に対する理解促進 

(2) パートナーシップ制度の導入に係る検討 

(3) 幼児・児童・生徒の性に対する理解促進と男女平等教育の充実 

(4) 学校保健事業 

【具体的取組】 

１ 家事･育児･介護への男性の参画拡大と家庭生活でのワーク･ラ

イフ･バランスの改善 

(1) パパママ教室開催事業 

(2) 父子
お や こ

の料理教室開催事業 

(3) パートナーと介護予防講座開催事業 

(4) 家庭教育学級開催事業 

２ 利用しやすい保育・介護サービスを目指した環境整備 

(1) ＩＣＴを活用した保育サービスの利用手続などの簡素化 

(2) 保育サービスの利用に係る相談支援 

(3) 子育てに関する提供情報の拡充 

(4) 子育て支援機関（機能）の拡充 

(5) ＩＣＴを活用した介護サービスの利用手続などの簡素化 

３ ＤＶや生活困窮などの課題を抱える対象者への支援と相談窓

口などの周知強化 

(1) 相談窓口の連携強化 

【具体的取組】 

１ 性別による仕事の内容や待遇の格差の解消 

(1) 男女雇用機会均等法などの遵守徹底 

(2) 一般事業主行動計画の策定促進 

(3) 「大船渡市働く婦人の家」の在り方検討 

２ 職業における女性の活躍支援 

(1) キャリアアップ講座やリカレント教育の推進 

(2) 中学校におけるキャリア教育の推進 

(3) 女性等就業相談員による就職支援 

３ 職場でのワーク・ライフ・バランスの改善 

(1) 事業者への働き方改革に関する情報提供と実践支援 

(2) 「ワーク・ライフ・バランス」の改善に関する被雇用者の理解促進 

(3) 「くるみん」や「いわて子育てにやさしい企業」の拡大 

(4) 職場におけるデジタルトランスフォーメーション(ＤＸ)の推進 

４ 育児・介護と仕事を両立できる職場環境づくり 

(1) 事業者における育児・介護休業制度の活用促進 

(2) 育児・介護休業制度に関する被雇用者の理解促進 

５ 女性活躍に向けた取組を市が率先して推進 

(1) 管理職や監督職への女性職員の登用 

(2) 男性職員の育児参画の促進 

(3) 仕事と家庭生活･社会活動の両立に向けた相談体制の充実 

【目標指標】 

指  標 
令和３年度 

【実績値】 

令和９年度 

目標値 

「性別による役割分担意識（「男は仕事、女は家

庭」など）はない」と答えた市民の割合 
42.8％ 50.0％ 

各種審議会などにおける女性委員登用率 35.0％ 40.0％ 

（仮称）「男女共同市民会議」の参加者数（累計） － 延べ100人 

男女共同参画サポーターの認定者数（累計） 37人 57人 

「ＬＧＢＴなどの言葉の意味を知っている」と答えた

市民の割合 
51.0％ 70.0％ 

 

【目標指標】 

指  標 
令和３年度 

【実績値】 

令和９年度 

目標値 

「家庭内で男女が家事（炊事、掃除、洗濯、子

育て、介護など）の分担をしている」と答えた市

民の割合 

40.8％ 45.0％ 

家事・育児・介護への男性の参画拡大に資す

る講座・教室の参加者数（累計） 
 延べ97人 延べ500人 

「保育サービスが充実している」と答えた市民の

割合 
37.7％ 45.0％ 

「ＤＶ被害などについて相談窓口があることを知

っている」と答えた市民の割合 
32.5％ 70.0％ 

 

【目標指標】 

指  標 
令和３年度 

【実績値】 

令和９年度 

目標値 

「職場の仕事の内容や待遇で男女の差がない」

と答えた勤労者の割合 
54.5％ 60.0％ 

女性の活躍促進に資する講座や教室の開催

回数（累計） 
延べ 36回 延べ 200回 

「くるみん認定・えるぼし認定・いわて子育てに

やさしい企業等認証・いわて女性活躍企業等

認定制度」の認定・認証企業数（累計） 

延べ 

23事業者 

延べ 

30事業者 

「仕事と子育てが両立できる環境が整っている」

と答えた市民の割合 
29.4％ 40.0％ 

「育児休暇や介護休暇が取得しやすい」と答え

た勤労者の割合 
49.6％ 60.0％ 

市男性職員の育児休業取得割合 25.0％ 30.0％ 

市職員の管理職に占める女性の割合 15.9％ 20.0％ 
 


